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株式会社関西メディコ サン薬局天理東店
田村 圭将

大腸がん術後化学療法中のテレフォンフォローアップにより
ＳＵ薬の処方中止に至った高齢２型糖尿病患者の１例

第５４回日本薬剤師学術大会 令和３年９月１９日・２０日

第54回日本薬剤師会学術大会
利益相反の開示

演者名： 田村 圭将

私は今回の演題に関連して、
開示すべき利益相反はありません。
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サン薬局天理東店
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◼高井病院(376床)門前の保険薬局

抗がん剤処方の主な診療科

・呼吸器内科、血液内科、消化器内科

・消化器外科、乳腺外科、泌尿器科、口腔外科、

脳神経外科、産婦人科

◼薬剤師数 常勤 １０名

◼応需処方箋枚数（月～土）

１８０～２５０枚/日

がん化学療法関連

５～20枚/日（支持療法含）
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２０２０年４月より ホームページ上にレジメン公開
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社会医療法人高清会高井病院薬剤部ホームページより
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公開されたレジメンごとに副作用チェックシートを作成
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テレフォンフォローアップ
門前薬局⇔高井病院薬剤部 連携フロー

トレーシングレポート送信

②投与中日に電話
初回の服薬指導時に副作用
チェックシートを配布

④次回来局

継続処方

＊同意が得られた患者のみ

＊Grade１以上の場合

トレーシングレポートをFAX

※Grade３以上の副作用を
確認した場合には薬剤部に電話連絡

③トレーシングレポート確認
レポート内容をもとに必要に応じて

電子カルテに記載

①抗がん剤レジメンの

情報提供
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ホームページにトレーシングレポートのひな型が掲載
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社会医療法人高清会高井病院薬剤部ホームページより

KANSAI
MEDICO

オンコロジー用(副作用フォロー)トレーシングレポート
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CAPOX療法 副作用チェックシート
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【症例】大腸がん術後補助化学療法

◼患者：８０代男性、結腸癌（StageⅢc）

◼合併症：高血圧・２型糖尿病（DPP-4阻害薬・SU薬服用中）

⇒抗がん剤治療とは別のかかりつけ医で加療中

◼化学療法：CAPOX療法（カペシタビン＋オキサリプラチン）

⇓

3コース目day15に実施したテレフォンフォローアップで

Grade2の食欲不振を認めたため、薬剤部へトレーシングレポート

にて報告を行った。
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報告に用いたトレーシングレポート
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トレーシングレポートの報告内容と、その後の結果と対応について

【報告内容】

◼カペシタビン服用中は食欲が低下している。

休薬期間にはいると症状は軽快する。

◼糖尿病のかかりつけ医より、化学療法前の採血にHbA1c等

の糖尿病関連の検査を追加してほしいと要望があった。

⇓

【結果と対応】

◼抗がん薬投与前の血液検査項目に血糖・HbA1cが追加された。

◼検査結果とともに食欲不振時の対応について、次回糖尿病の

かかりつけ医に相談するように患者本人および家族に説明を行った。
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‘がん治療に併用する’糖尿病薬について

◼スルホニル尿素（SU）薬、

速効型インスリン分泌促進薬（グリニド薬）

⇒他の経口血糖降下薬と比較してもより低血糖に注意する必要が
あり、食事摂取量が不安定な場合には必ず中止すべきである。

特にSU薬は低血糖が起こると遷延しやすく、その対応について
の十分な指導も重要である。
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大橋 健、北澤 公 『こういうときはこうする！腫瘍糖尿病学Q&A がん患者さんの糖尿病診療マニュアル』 2020年 P37より引用
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糖尿病のかかりつけ医受診後の治療薬について

◼抗がん剤治療中はSU薬について休薬の指示がなされ、DPP-４
阻害薬のみ服用継続となった。

⇓

◼ 低血糖症状の発現なく、CAPOX療法を完遂した。

（予定通り８コースを減量、逸脱なく投与終了）
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【考察】

◼ SU薬は他の経口血糖降下薬と比較してもより低血糖に注意する

必要があり、食事摂取量が不安定な場合には中止するべき薬剤と
されている。今回の症例では、抗がん剤治療を受けている病院と
は別の医療機関で糖尿病のフォローが行われており、保険薬局の
薬剤師がハブとなって情報共有し、シックデイの早期発見と早期
対応に繋げたことで、安全な薬物治療に寄与できたと考える。
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【結語】

◼当薬局では、抗がん剤服用中の患者へのテレフォンフォローアッ
プの取り組みとは別に、重症低血糖予防を目的に「65歳以上の
インスリンもしくはSU薬が処方されている糖尿病患者」を対象
としたテレフォンフォローアップも行っており、昨年の第53回
日本薬剤師学術大会において報告している。

◼高齢化により、今回経験した症例のような‘がんと糖尿病’の合併

例に遭遇することは多いと感じている。一方、糖尿病合併例では、
がん化学療法に伴い食事摂取量が不安定になることも多く、高血
糖の是正のみならず、低血糖予防のためインスリンや他の糖尿病
治療薬の投与量についても十分なモニタリングが重要である。
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